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「研究書を収集する場」「学生が自習する場所」―。そんな画一的なイメー
ジを抱かれがちだった大学附属図書館。しかし今、その機能やポテンシャ
ルに着目し、さらに機能強化する動きが全国の大学で広がっている。岡
山大学でも発信力や教育力を高めようと、さまざまな取り組みを行って
おり、今後さらに変貌を遂げることが期待される。岡山大学附属図書館
の使命と未来図について、担当理事の許南浩企画・総務担当理事に聞いた。

変
わ
る

  

大
学
附
属
図
書
館

職
員
の
専
門
性
活
か
す

教
育
と
の
リ
ン
ク
再
構
築
を

Executive Director ▶ HUH, Nam-ho

― 

２
０
１
２
年
度
か
ら
図
書
館
担
当
理
事
と

な
り
、
附
属
図
書
館
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
。

一
言
で
言
え
ば
「
旧
態
依
然
」
と
し
た
雰

囲
気
を
感
じ
て
い
る
。
本
館
の
建
物
構
造
が

古
く
、
残
念
な
が
ら
高
校
生
や
新
入
生
が
訪

れ
た
と
し
て
「
こ
こ
で
勉
強
し
た
い
」
と
い

う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
な
い
。
個
々
の
図
書

館
職
員
は
サ
ー
ビ
ス
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

を
し
て
い
る
が
、
資
料
の
収
集
、
保
管
、
貸

し
出
し
と
い
う
旧
来
の
図
書
館
機
能
や
イ

メ
ー
ジ
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
や
や
古
い
印
象
を
受
け
る
。

ま
ず
原
点
か
ら
図
書
館
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
人
類
が
進
歩
し

て
き
た
の
は
知
恵
を
集
積
し
、
効
率
よ
く
そ

れ
を
次
世
代
に
授
け
て
き
た
か
ら
。
当
初
は

「
知
恵
を
集
積
す
る
場
」
が
即
ち
「
学
ぶ
場
」

で
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
と
共
に
機
能
分
化

が
進
み
、
図
書
館
が
前
者
中
心
の
場
に
な
っ

た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｔ
時
代
を
迎
え

て
今
一
度
原
点
に
立
ち
戻
り
、
学
ぶ
場
、
教

育
の
場
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
新
し

い
図
書
館
を
目
指
す
。

― 

大
学
附
属
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
は
。

資
料
収
集
・
配
布
と
そ
れ
を
活
か
し
た
教

育
機
能
を
渾
然
一
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
図
書
館
単
独
の
力
で
は
で
き
な
い
。
教

育
と
の
リ
ン
ク
を
取
り
戻
し
、
あ
る
べ
き
姿

に
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
。
学
生
が
共
に
学
び

合
う
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
最
近
注
目
を
集
め
て

い
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
を
作
り
、

〝
場
〞
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。
場
の
提

供
か
ら
さ
ら
に
広
げ
て
、
収
集
し
た
資
料
を

〝
活
用
〞
す
る
場
を
提
供
し
な
け
れ
ば
。
特
に

図
書
館
の
専
門
性
を
活
か
し
た
教
育
を
行
う

べ
き
で
、
ネ
ッ
ト
時
代
に
求
め
ら
れ
る
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
に
、
図
書
館
が
必
ず

必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
役
割
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず

ソ
フ
ト
面
で
職
員
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
を

高
め
、
教
育
機
関
で
働
い
て
い
る
気
概
を
持

つ
こ
と
が
必
要
。
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
る
に

は
、
教
育
・
研
究
機
能
に
見
合
っ
た
快
適
な

ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
た
建
物
に
す
る
な
ど
ハ
ー

ド
面
の
充
実
も
大
切
だ
。
さ
ら
に
大
学
外
部

と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
提
言

を
受
け
る
な
ど
外
部
の
目
を
運
営
に
も
取
り

入
れ
れ
ば
、
社
会
に
対
し
て
よ
り
有
効
な
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

― 

附
属
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
実
現

す
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改
革
を
行

う
の
か
。

こ
れ
ま
で
図
書
館
運
営
は
教
員
で
あ
る
館

長
の
ほ
か
は
、
図
書
館
職
員
で
担
っ
て
き
た
。

も
っ
と
多
く
の
教
員
を
運
営
に
関
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
新
年
度
か
ら
は
副
館
長
制
度
を

導
入
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
運
営
に
携
わ
る

教
員
を
増
や
し
、
現
在
の
運
営
委
員
会
の
在

り
方
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
員

自
身
が
図
書
館
を
活
用
し
、
そ
こ
で
働
く
立

場
で
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
。
ま
た
教
育
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
に
、
教
養
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る

場
に
は
必
ず
図
書
館
の
担
当
者
が
参
画
す
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
中
央
図
書
館
本
館
の
改

築
・
改
修
を
計
画
。
資
料
の
収
集
・
保
存
は
重

要
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
重
点
が
置
か

れ
す
ぎ
て
教
育
が

後
回
し
に
な
っ
て
は
大
学
附
属
図
書
館
と
し

て
本
末
転
倒
。
保
存
し
て
い
く
べ
き
資
料
を

改
め
て
見
直
し
、
学
生
が
集
い
学
べ
る
場
所
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
や

グ
ル
ー
プ
学
習
室
な
ど
は
既
に
あ
る
が
、
も
っ

と
充
実
さ
せ
た
い
。イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ

の
よ
う
な
機
能
を
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
学
習
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
附
属
図
書
館
を
機
能
強
化
し
て
い

き
た
い
。
新
年
度
は
耐
震
化
工
事
に
着
手
し
、

将
来
的
に
徐
々
に
理
想
の
姿
に
変
え
て
い
く
。

― 

図
書
館
を
利
用
す
る
学
生
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

大
学
附
属
図
書
館
が
人
類
の
叡
智
が
詰

ま
っ
た
「
知
の
集
積
地
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
ほ
し
い
。
レ
ポ
ー

ト
を
書
こ
う
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
情
報

は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
が
、
こ
う
し
て
簡
単

に
手
に
入
る
知
識
は
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
も
多

い
。
長
い
歴
史
の
評
価
に
耐
え
た
〝
知
〞
が

図
書
館
に
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
現
代
は
情

報
を
評
価
す
る
力
が
問
わ
れ
て
お
り
、
大
学

附
属
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
で
楽
し
み
な

が
ら
そ
の
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
図
書

館
は
試
験
勉
強
の
時
だ
け
利
用
す
る
場
所
で

は
な
い
。
在
学
中
だ
か
ら
こ
そ
触
れ
ら
れ
る

貴
重
な
資
料
、
そ
う
し
た
資
料
に
触
れ
ら
れ

る
貴
重
な
時
間
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

開館時間／
授業期間▶月～金９：00~21：00
　　　　　　　土10：00~17：00
休業期間▶月～金９：00~17：00
　　　　　　　土10：00~17：00
※ 閉館後も24時間利用可能（無人
開館、鹿田地区学生・教職員のみ）

貸出期間／図書・製本雑誌１週間
　　　　　未製本雑誌１日
貸出冊数／５冊
蔵 書 数／292,761冊
貴重資料／ 古医書集成等

開館時間／月～金９：00~17：00
貸　　出／研究所外者への貸出
　　　　　不可
蔵 書 数／185,970冊
貴重資料／ Pfeff er文庫
 　　　　　大原漢籍文庫
　　　　　大原農書文庫等

■中央図書館 本館 3階・新館 6階■鹿田分館  2 階■資源植物科学研究所分館 史料館 3階・
雑誌書庫・
図書書庫

開館時間／
授業期間▶月～金８：40~23：00
　　　　　土・日10：00~18：00
休業期間▶月～金９：00~17：00
　　　　　土・日　休館
貸出期間／図書２週間　雑誌３日
貸出冊数／10冊
蔵 書 数／1,654,403冊
貴重資料／ 池田家文庫
　　　　　三浦家文書
　　　　　地方資料
　　　　　個人文庫等

※蔵書数は 2012 年 5 月 1 日現在

▶担当の許理事に聞く
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変わる 大学附属図書館

研
究
成
果
集
積
し
世
界
へ
公
開

岡
山
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ

貴重資料守り
社会へ還元

学習支える
ヒト・バショ・モノ

神崎 浩館長に聞く

▼４月に新館長就任
沖　陽子・環境生命科学研究科教授

学術成果を世界に発信し、積極的に教育を支える―。
岡山大学附属図書館はさまざまな場面で変化を始めている。

その一例を紹介する。

　館長就任当初、図書館職員の専門力が学生や教員に知られ 
ていないという印象を持ち、職員・図書館の活動をもっと知っ
てもらうため PR に努めてきた。例えば新入生らを対象にし
たオリエンテーション。組織として開催していない学部に開
催を依頼し、かなりの学部が対応していただいた。リポジト
リによる論文公開については、学位論文の全文公開義務化の
学長決定に従い、図書館と各研究科事務とが連携して学位申
請者からスムーズに掲載許諾を得るシステムを構築し、掲載
数が大幅にアップしたし、大学が支援しているプロジェクト
に関係する論文についても、掲載数の増加が達成できた。こ
れらの取り組みは職員の業績にもつながる。
　学生の中には図書館を利用していても機能を十分 に活用し
た使い方ができていない場合がある。また図書館として統計
データを毎年出していたが、図書館利用率の平均値だけでは
利用の実態は見えない。データを精査したところ、実際には
ヘビーユーザーがいる一方で利用 0回という学生もいた。図
書館改革というとヘビーユーザー に意見を求めがちだが、利
用 0回の学生にこそ目を向け「どうしたら利用するようにな
るか」を考えていく必要がある。そのためには、教員が図書
館を利用する手法を学生にうまく伝えることが大事だ。
　私は学生にレポートなどの課題を出す時、参考文献を図書
館で調べさせている。インターネットと異なり、図書館は目
的の本周辺に関連資料があるのが利点。関連資料にも目を向 
けることを繰り返せば、たとえ目的の本がない時でも資料の
調べ方そのものが身に付く。「図書館に行く意味」を理解させ、
図書館を使う習慣をつけることが 大切。図書館職員にも司書
資格を持つプロとしての対応を期 待したい。

　図書館は「知のサービス業」であるべき。
従来のイメージである個人が静かに学ぶス
ペース、グループ学習やディベートなど活
気あふれる学習スペース、訪れたくなる楽し

さや心地よさを生むスペースが、バランス良く
混在する図書館にしていきたい。2013 年度から耐震化工事
などが始まるので、改革には良いタイミングになると思う。
　学生や教職員だけでなく、地域の人や名誉教授、卒業した
同窓生が気軽に立ち寄れる場にするのが理想。“ 知 ” の満足
感を誰もが得られる場であることを広く発信し、地域の図書
館などとも連携を拡充していきたい。

大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
社
会
に
還

元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

学
術
情
報
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る

必
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

役
割
の
一
翼
を
担
う
存
在
が
附
属
図
書

館
だ
。

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
学
術

論
文
な
ど
学
内
の
研
究
成
果
を
集
積
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
無
償
公
開

す
る
サ
ー
ビ
ス
「
岡
山
大
学
学
術
成
果

リ
ポ
ジ
ト
リ
」
を
２
０
０
６
年
度
か
ら

運
用
開
始
。
当
初
は
紀
要
な
ど
を
中
心

に
登
録
を
進
め
て
い
た
が
、
登
録
件
数

拡
大
に
向
け
２
０
１
１
年
度
11
月
か
ら

は
学
位
論
文（
博
士
）と
学
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
成
果
の
無
償
公
開
を
原
則

義
務
化
。
グ
ー
グ
ル
や
国
立
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
な
ど
か
ら
も
検
索
・
ア
ク
セ

大
学
附
属
図
書
館
に
は
貴
重
な
資
料

を
収
集
・
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
研
究
し
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る

役
割
も
求
め
ら
れ
る
。

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
は
、
美
作
国

勝
山
藩
の
藩
政
資
料
「
三
浦
家
文
書
」

や
古
い
医
学
書
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

た
「
古
医
書
集
成
」（
鹿
田
分
館
）、
資

源
植
物
科
学
研
究
所
の
前
身
を
創
立
し

た
大
原
孫
三
郎
氏
が
蒐
集
し
た
「
大
原

農
書
文
庫
」（
植
物
研
分
館
）
な
ど
多

数
の
貴
重
資
料
を
所
蔵
。
中
で
も
特
に

有
名
な
の
が
、
江
戸
時
代
に
岡
山
藩
主

だ
っ
た
池
田
家
に
伝
わ
る
文
書
や
絵
図

を
総
数
10
万
点
以
上
集
め
た
「
池
田

家
文
庫
」
だ
。
戦
災
の
中
、
奇
跡
的
に

焼
け
残
っ
た
同
文
庫
が
、
池
田
家
の
好

意
や
大
学
設
立
期
成
会
な
ど
市
民
の
尽

力
で
岡
山
大
学
に
移
管
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
「
社
会
へ
還
元
す
る
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
」
と
す
る
附
属
図
書
館
。
約

附
属
図
書
館
の
職
員
の
業
務
は
本
の

貸
し
出
し
…
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
多

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
図
書
館
職
員
は
司

書
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
大

学
で
の
学
習
を
支
え
る
大
き
な
力
と

な
る
。
附
属
図
書
館
で
は
毎
年
、

新
入
生
向
け
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、「
資
料

の
探
し
方
」「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
使
い
方
」
な
ど
の
内

容
で
講
習
会
を
開
催
。
学

年
や
専
攻
に
即
し
た
講
習

を
提
供
し
て
い
る
。

学
生
の
自
主
学
習
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
場
所
の
提
供

も
充
実
中
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
電
子
機
器
利
用
を
一
切
禁

止
し
静
か
に
勉
強
で
き
る
「
サ

イ
レ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」が
あ
る
一
方
、

ス
が
可
能
と
な
る
た
め
、
従
来
と
は
異

な
る
他
分
野
の
研
究
者
や
一
般
の
人
の

利
用
・
被
引
用
の
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

永
続
的
に
デ
ジ
タ
ル
保
存
で
き
る
な
ど

の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
積
極
的

な
登
録
を
学
内
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

２
０
１
３
年
１
月
末
現
在
で
登
録

件
数
は
３
万
１
１
９
３
件
。
全
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
は
71
万
５
３
３
９
件

（
２
０
１
２
年
４
月
〜
２
０
１
３
年
１

月
）で
、既
に
昨
年
度
１
年
間（
２
０
１
１

年
４
月
〜
２
０
１
２
年
３
月
）
を
10
万

件
以
上
上
回
っ
て
い
る
。
中
に
は
１
か

月
で
１
５
０
０
件
以
上
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
る
論
文
も
。「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、

論
文
を
発
表
す
る
た
び
に
登
録
し
て
く

れ
る
先
生
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
」

（
附
属
図
書
館
）
と
い
う
。
今
後
も
大
学

と
し
て
の
発
信
力
を
高
め
る
た
め
、
他

部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
学
内
へ

の
登
録
周
知
に
取
り
組
む
。

周
囲
を
気
に
せ
ず
自
由
に
討
論
な
ど
が

で
き
る
「
グ
ル
ー
プ
学
習
室
」、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
グ
ル
ー
プ
学
習

が
で
き
る
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」

な
ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度
か
ら

は
学
生
の
要
望
を
受
け
、
試
験
期
間
中

に
中
央
図
書
館
の
開
館
時
間
を
朝
8
時

か
ら
と
し
た
。
利
用
が
好
調
だ
っ
た
た

め
、
新
年
度
以
降
も
試
験
期
間
中
に
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

i
P
a
d
5
台
の
無
料
貸
出
も
試
行

中
。
館
内
の
無
線
L
A
N
を
使
っ
て

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
附
属
図

書
館
で
は
「
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
に
活

用
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
今
後
は
使

い
方
を
図
書
館
側
か
ら
提
案
し
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

３
０
０
０
点
の
絵
図
や
マ
イ
ク
ロ
目
録

な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
H
P
上

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
レ
プ
リ
カ
や

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
の
貸
し
出
し
・

提
供
依
頼
に
も
積
極
的
に
応
じ
る
。

ま
た
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
毎
年
「
池
田
家
文
庫
絵
図
展
」
を
開

催
し
、
一
般
の
人
が
貴
重
資
料
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
。
絵
図
を
手
に
岡
山
の

街
を
歩
く
企
画
は
、
毎
回
多
く
の
歴
史

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
教
育
学
部
学
生
が

案
内
役
と
な
り
小
中
学
生
と
と
も
に
後

楽
園
を
探
検
す
る
「
池
田
家
文
庫
こ
ど

も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
資
料
を
活
用
し
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。


